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１． はじめに

空気の流れを可視化する手法の一つとしてPIV法(Particle Image Velocimetry，粒子画像流速測定

， 。 ，法)が挙げられ 多点の空気の流れを同時に調べることができるというメリットがある 本研究では

１フレームあたりの画素移動量，検査領域，探査領域と呼ばれる解析精度に与えるパラメータの適正

範囲を明らかにした。

２． 実験方法

図１に流速(空気の流れの速さ)測定時のセットアップの写真を示す。空気の流れを捉えやすくする

ために，ノズルを介してトレーサー(煙)を撮影対象の管内に注入しレーザー光で煙を照射する。管内

のトレーサーを高速度カメラで撮影し解析ソフト上で流速を算出した。

２．１ １フレームあたりの画素移動量の適正範囲の検証

１フレームあたりの画素移動量(撮影画像内におけるトレーサー粒子像の1フレームあたり変位)と

解析で得られる流速の関係を調べ，この1フレームあたりの画素移動量の適正範囲を明らかにした。

２．２ 検査領域の適正範囲の検証

図２に検査領域(解析時に撮影画像を分割することで得た小領域)および探査領域(撮影画像内の粒

子像の移動先を特定するために設けられる領域)の概略図を示す。探査領域ΔNを10pixel固定とし，

検査領域Nを０-64pixelの範囲で変えながら流速を算出した。

２．３ 探査領域の適正範囲の検証

探査領域ΔNを０-30pixelの範囲で変えながら流速を算出した。なお，検査領域は２．２で得たピ

クセル数の適正値に固定した。

図１ 流速測定時のセットアップ 図２ 検査領域と探査領域

３． 解析結果

３．１ １フレームあたりの画素移動量の適正範囲の検証

図３に１フレームあたりの画素移動量と解析で得た流速値との関係を示す。解析で得た平均流速は

約５-12pixel/frameで精度が高く，測定値に近い結果が得られる傾向にあることが分かった。参考文

・解析時は撮影画像を複数の小領域に切り分ける

・この小領域を「検査領域」と呼ぶ

・各検査領域内の粒子群の平均変位より，
座標ごとの流速値が算出される

・流速値を算出するためには，検査領域内の
粒子群の移動先を特定する必要がある

・各粒子群の移動先を特定するために設けられる

領域を「探査領域」と呼ぶ

・各探査領域内でΔt(撮影速度の逆数)経過後の
粒子群が存在する座標を見つけ出す
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， 。献 では５-10pixel/frame程度に設定するのが望ましいとされていることから 傾向が概ね一致した1)

３．２ 検査領域の適正範囲の検証

図４に検査領域Nのみを変化させたときの解析結果を示す。検査領域が8-32pixelの間では測定値に

近い平均流速が得られる傾向にある。

３．３ 探査領域の適正範囲の検証

図５に探査領域ΔNのみを変化させたときの解析結果を示す。検査領域を32pixelに固定している。

参考文献 では，探査領域を1フレームあたりの画素移動量よりも十分大きくするのが望ましいとさ1)

れているが，図５の結果より全体的に約1.5倍以上の範囲で精度が高い傾向にある。

図３ １フレームあたりの画素移動量と流速の関係

図４ 検査領域と流速の関係

図５ 探査領域と流速の関係

４． おわりに

本研究ではPIV法を用いて空気の流れに関する取り組みを行った。１フレームあたりの画素移動量

は約５-12pixel，検査領域は８-32pixel,探査領域は１フレームあたりの移動量の約1.5倍以上が適し

ていることがわかった。
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